
４
月
１
８
日
（
土
）
近
畿
地

整
で
陸
橋
の
仮
支
柱
へ
の
衝
突

事
故
が
発
生
し
、
出
張
所
長
が

夜
中
の
３
時
過
ぎ
か
ら
自
宅
に

お
い
て
事
故
対
応
を
し
ま
し

た
。
そ
の
と
き
の
対
応
記
録
が

左
記
の
と
お
り
で
す
。

出
張
所
長
が
、
後
日
｢
深
夜

特
勤
｣
の
手
当
支
給
を
申
請
し

た
と
こ
ろ
､
事
務
所
総
務
課
長

よ
り
下
記
の
よ
う
な
回
答
が
あ

り
、
不
支
給
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
｢
決
定
｣
に
対
し
て
、
近

畿
支
部
･
本
部
は
直
ち
に
人
事

院
本
院
･
地
方
事
務
局
に
抗
議

す
る
と
同
時
に
｢
決
定
｣
の
経
過

を
追
及
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
１

０
月
２
９
日
人
事
院
近
畿
事
務

局
か
ら
管
理
職
特
勤
に
対
す
る

姫
路
事
案
に
つ
い
て
左
記
の
と

お
り
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
総
務
課

長
か
ら
出
張
所
長
へ
の
「
人
事

院
か
ら
の
回
答
」
は
国
交
省
が

支
給
し
な
い
こ
と
を
前
提
に
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
通
信
記
録
整
理
に
つ

い
て
も
人
事
院
に
示
し
て
い
な

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
地
整
で
は
、
災
害

・
事
故
発
生
時
等
に
お
い
て

は
、
事
象
把
握
時
点
か
ら
で
き

る
限
り
早
く
第
一
報
を
送
信
す

る
こ
と
を
厳
し
く
定
め
て
い
ま

す
。今

回
の
よ
う
な
「
現
場
に
赴

く
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
な

い
」
な
ど
と
よ
く
言
え
た

も
の
で
す
。
さ
ら
に
「
電

話
や
メ
ー
ル
を
し
て
い
る

時
以
外
は
業
務
外
の
こ
と

を
し
て
い
て
も
よ
い
状

況
」
と
は
、
災
害
・
事
故

発
生
時
に
自
ら
の
健
康
な

ど
を
顧
み
な
い
で
活
動
し

て
い
る
職
員
を
馬
鹿
に
し

て
い
ま
す
。

当
局
に
は
、
第
一
線
で

身
を
粉
に
し
て
働
い
て
い

る
職
員
を
も
っ
と
正
当
に

評
価
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
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緊急時の在宅勤務への｢深夜手当｣の支給

当局から｢不支給｣前提の人事院協議

人
事
院
の
見
解

迅
速
･効
率
上
、
自
宅
勤
務
を
否
定
し
な
い

ホームページ
のアドレスが
変わりました

http://www.
k-union.netw
ork/

バイパス陸橋の仮支柱への衝突事故対応に伴う通信記録整理
通信種別 時間 相手先 通信種別 時間 相手先
ＴＥＬ受信 3:17 道路情報室 ＴＥＬ発信 7:03 維持監理技術者
メール発信 3:37 事務所幹部 ＴＥＬ発信 7:05 市役所
ＴＥＬ発信 3:38 巡回班 ＴＥＬ発信 7:05 建設監督官
ＴＥＬ受信 3:44 道路情報室 ＴＥＬ発信 7:08 市役所
ＴＥＬ受信 3:49 道路情報室 ＴＥＬ受信 7:09 市役所
メール発信 4:00 事務所幹部 ＴＥＬ発信 7:15 巡回班
ＴＥＬ受信 4:02 道管第二課長 メール受信 7:20 道路副所長
ＴＥＬ発信 4:06 市役所 メール受信 7:21 道管第二課長
ＴＥＬ受信 4:08 道路副所長 ＴＥＬ発信 7:22 市役所
ＴＥＬ受信 4:12 市役所 ＴＥＬ受信 7:23 工務第二課長
ＴＥＬ受信 4:33 道路副所長 ＴＥＬ受信 7:25 市役所
メール発信 4:44 事務所幹部 ＴＥＬ発信 7:34 前川建設
ＴＥＬ発信 5:01 巡回班 ＴＥＬ発信 7:35 巡回班
ＴＥＬ発信 5:39 道路情報室 ＴＥＬ受信 7:42 市役所
ＴＥＬ発信 5:49 巡回班 ＴＥＬ発信 7:45 巡回班
ＴＥＬ受信 6:07 市役所 ＴＥＬ受信 8:38 事務所長
メール受信 6:11 維持監理技術者ＴＥＬ発信 8:45 巡回班
ＴＥＬ発信 6:15 維持監理技術者メール受信 8:56 工務第二課長
ＴＥＬ受信 6:21 市役所 ＴＥＬ発信 8:59 道路情報室
ＴＥＬ受信 6:46 市役所 メール受信 9:13 道路情報室
メール発信 6:51 事務所幹部 メール発信 9:24 事務所幹部
ＴＥＬ受信 6:52 市役所 市役所：市の道路二課長

○○維持出張所 ○○所長　様
  お疲れさまです。
  過日より、夜間発生した事故で自宅から電話・メール等で行った対応が管理職
特勤にあたるかどうか本局に問い合わせていた件について、下記のとおり人事
院からの回答がきましたので、お伝えいたします。
　・判定結果：支給対象外とする
　・判定理由：今回の場合、勤務官署や事故現場に赴くことが困難な状況にな
く、自宅等において勤務することが定められたマニュアル等もない状況で、自宅
にて電話やメールを使用して行った本件業務は、電話やメールをしている時以
外は業務外のことをしていてもよい状況であることから、その内容が電話等の対
応を含め当該勤務に係る時間帯に勤務官署での勤務と同様な勤務を行ったも
のとは認められず、このような勤務は俸給の特別調整額で手当すべきものであ
ると考えられるため、支給の対象外とする。
関係資料の提出等、お手数をおかけしましたが、ご希望に沿う結果には至りま
せんでした。

①　人事院としては個別の判断はしない。
　お示し頂いたメールの判定理由は、現場・職場に赴くというやりとりを
していますが、国交省がまとめたもの。（通信記録整理は）見ていない。
②　定型的に定められていて、淡々と進めればすむものでは「勤務強度
が著しく低い」となり、可能性が低い。
③　自宅が勤務官署と同じ対応（勤務状況）となる場合（職務に専念）は
可能性を否定しない。迅速対応、効率的。

第
一
線
で
働
く
の
職
員
の
働
き
を
正
当
に
評
価
し
て



「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情

報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
」（
平

成
１
１
年
５
月
１
４
日
）
に
お

い
て
、
行
政
文
書
の
取
得
･
作

成
･
保
存
な
ど
の
｢
行
政
文
書
｣

の
取
り
扱
い
が
整
理
さ
れ
、
各

府
省
で
は
、
「
総
合
的
な
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
つ
い

て
」
（
平
成
１
２
年
３
月
２
９

日
各
省
庁
事
務
連
絡
会
議
了

承
、
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
各
省

庁
連
絡
会
議
幹
事
会
了
承
）
に

基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
管

理
の
実
態
に
即
し
た
任
意
の
仕

様
で
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
整

備
し
、
文
書
管
理
業
務
の
効
率

化
及
び
高
度
化
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
シ
ス
テ
ム
の
登
録

作
業
が
繁
雑
な
ど
の
理
由
で
各

府
省
に
お
い
て
｢
体
系
的
｣
に
整

理
で
き
て
な
い
等
の
問
題
が
あ

り
、
平
成
１
９
年
４
月
１
３
日

の
各
府
省
情
報
化
統
括
責
任
者

連
絡
会
議
で
、
「
文
書
管
理
業

務
の
業
務
･
シ
ス
テ
ム
の
適
正

化
計
画
の
一
層
の
促
進
」
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

総
務
省
で
平
成
１
９
年
度
中
に

政
府
全
体
で
利
用
可
能
な
一
元

的
な
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
整

備
す
る
。
業
務
の
効
率
化
を
目

指
し
、
電
子
決
裁
機
能
を
整
備

し
、
そ
の
利
用
を
促
進
す
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
１
４
年
４
月

各
府
省
情
報
化
統
括
責
任
者
連

絡
会
議
で
具
体
的
に
全
府
省
に

お
い
て
一
層
の
電
子
決
裁
の
普

及
･
利
用
促
進
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
と
し
て
、
平
成
２
７

年
度
ま
で
を
電
子
決
裁
推
進
の

集
中
取
り
組
み
期
間
と
し
、
電

子
決
裁
率
を
６
０
％
ま
で
向
上

さ
せ
る
と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
子
決
裁
集
中
取
り
組
み
期

間
が
終
了
年
度
と
な
っ
た
今

年
、
政
府
全
体
で
の
電
子
決
裁

率
が
平
成
２
６
年
度
下
半
期
時

点
で
７
２
．
６
％
，
一
方
、
国

土
交
通
省
の
電
子
決
裁
率
の
到

達
率
は
１
１
．
０
％
で
下
か
ら

３
番
目
と
い
う
状
況
に
あ
り
、

総
務
省
か
ら
｢
早
急
且
つ
積
極

的
な
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
」

要
請
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
｢
要
請
｣
を
う
け,

事
務

次
官
や
官
房
長
は
、
大
臣
に
｢
幹

部
が
率
先
し
て
取
り
組
め
ば
出

来
る
｣
｢
習
慣
が
な
い
だ
け
。
あ

と
は
や
る
気
の
問
題
｣
等
と
責

任
を
第
一
線
の
職
員
に
転
嫁
、

各
地
整
で
は
｢
電
子
決
裁
の
早

期
目
標
率
達
成
と
、
電
子
決
裁

の
更
な
る
推
進
｣
の
通
達
を
出

し
、
強
引
に
｢
電
子
決
裁
率
の

目
標
達
成
｣
を
行
お
う
と
し
て

い
ま
す
。
｢
私
は
電
子
決
裁
し

か
受
け
付
け
な
い
｣
と
パ
ワ
ハ

ラ
的
な
発
言
を
行
う
地
整
総
務

部
長
も
現
れ
て
い
ま
す
。
国
土

交
通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、

業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
の

で
あ
れ
ば
反
対
は
し
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
業
務
の

少
な
く
な
い
部
分
は
、
地
元
説

明
、
計
画
、
工
事
や
業
務
の
設

計
･
積
算
･
入
契
、
施
工
管
理
、

検
査
、
用
地
買
収
等
様
々
な
要

件
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
業
務

が
多
く
、
結
局
詳
細
な
説
明
は

紙
で
行
う
こ
と
と
な
り
、
定
型

的
な
電
子
決
裁
に
な
じ
む
も
の

は
少
な
い
の
が
実
態
で
す
。
こ

う
し
た
実
態
を
無
視
し
｢
決
裁

率
｣
を
あ
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、

電
子
決
裁
用
と
説
明
用
に
二
重

に
作
業
す
る
こ
と
と
な
り
、
今

以
上
に
手
間
暇
が
掛
か
り
、
本

末
転
倒
の
事
態
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
国
交
省

幹
部
が
数
字
に
こ
だ
わ
る
の
で

あ
れ
ば
、
電
子
決
裁
で
回
せ
る

よ
う
な
｢
や
や
軽
微
な
も
の
｣
と

｢
そ
う
で
無
い
も
の
｣
を
事
前
に

整
理
し
、
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て

電
子
決
裁
を
進
め
る
し
か
な

く
、
そ
の
結
果
が
た
と
え
６
０

％
に
到
達
し
な
く
て
も
、
そ
れ

は
国
土
交
通
省
の
業
務
上
や
む

を
得
な
い
も
の
で
す
。

幹
部
職
員
の
決
裁
の
多
く
が

｢
電
子
｣
に
な
れ
ば
、
今
以
上
に

職
員
と
の
接
触
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
幹
部
職
員
と
職
員
の
ふ

れ
合
い
が
少
な
く
な
る
中
で
、

心
の
通
っ
た
職
員
管
理
が
出
来

る
の
で
し
ょ
う
か
。

寝
食
を
忘
れ
、
家
族
や
自
ら

の
健
康
も
犠
牲
に
し
て
業
務
遂

行
し
て
い
る
職
員
に
、
せ
め
て

決
裁
時
に
は
｢
ご
苦
労
さ
ん
｣
の

声
が
多
く
の
職
員
に
掛
け
ら
れ

る
。
こ
ん
な
職
場
に
な
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

平
成
２
４
年
の
派
遣
法
改
正

で
新
設
さ
れ
た
労
働
契
約
申
込

み
み
な
し
制
度
は
、
平
成
２
７

年
１
０
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
労
働
契
約
申

込
み
み
な
し
制
度
で
は
、
国
交

省
が
（
派
遣
先
が
）
偽
装
請
負

な
ど
の
違
法
派
遣
と
知
り
な
が

ら
派
遣
労
働
者
を
受
け
入
れ
て

い
る
場
合
、
偽
装
請
負
等
の
違

法
状
態
が
発
生
し
た
時
点
に
お

い
て
、
当
該
行
為
が
終
了
し
た

日
か
ら
１
年
を
経
過
す
る
日
ま

で
の
間
に
、
当
該
労
働
者
か
ら

当
該
労
働
派
遣
に
か
か
る
同
一

の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
求

め
た
場
合
、
国
交
省
は
、
労
働

者
派
遣
法
第
４
０
条
の
６
の
規

定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
当
該
労

働
者
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
観

点
か
ら
、
国
家
公
務
員
法
、
そ

の
他
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ

く
，
採
用
そ
の
他
適
切
な
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
職
場
に
は
、
請
負

契
約
に
よ
る
委
託
（
派
遣
）
労

働
者
を
本
来
職
員
が
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
ま
で
無
節

操
に
導
入
し
、
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

こ
れ
ま
で
に
も
労
働
基
準
監
督

署
か
ら
「
偽
装
請
負
」
と
い
う

指
摘
を
幾
度
も
受
け
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
請
負
契
約
に
よ

る
委
託
（
派
遣
）
労
働
者
が
全

国
で
数
千
名
に
上
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
国
土
交

通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
こ

う
し
た
異
常
な
職
場
状
況
を
改

善
す
る
た
め
長
年
に
わ
た
っ

て
、
委
託
（
派
遣
）
労
働
者
で

な
く
職
員
の
増
員
を
求
め
て
き

ま
し
た
。

国
土
交
通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ

ン
は
要
求
し
て
い
き
ま
す
。

本
来
職
員
で
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
業
務
の
委
託
（
派
遣
）

労
働
は
直
ち
に
中
止
し
、
必
要

な
組
織
体
制
は
職
員
を
増
員
す

る
こ
と
。

ま
た
、
職
員
の
労
働
強
化
が
一

層
進
ま
な
い
よ
う
労
働
組
合
と
話

し
合
う
こ
と
。

「
電
子
決
裁
率
を
上
げ
よ
」
と
各
地
整
･事
務
所
に
通
達

な
じ
む
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
整
理
す
べ
き

｢
私
は
電
子
決
裁
し
か
受
け
付
け
な
い
｣

局
幹
部
の
パ
ワ
ハ
ラ
的
発
言
も

各事務所に急遽送られた｢電子決
裁の更なる推進について｣の事務
連絡

今
年
１
０
月
１
日

「
労
働
契
約
申
込
み
み
な
し
制
度
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た


